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　記 入 要 領（様式２）
　　１　原著，症例報告，総説，国際学会のProceeding，著書及び学会発表の順に，各項目に分けて記載し　　　てください。
　　　　なお，印刷中（In Press）の論文については受理証明書を添付してください。
　　２　項目ごと英文を先，和文を後とし，年代順に記載してください。
　　３　具体的記載について
　　　(1) 原著，症例報告，総説，著書及び国際学会のProceedingについては，原則として記載例にならっ　　　　てください。なお，次の点にも御注意ください。
    　　　・ 雑誌の略誌名は，Index Medicus 及び医学中央雑誌に収載されているものに準じる。
    　　　・ 全著者名を記入し，本人名には下線を付する。
　　・ 主要論文（２０編以内）に◯印を付ける。また，主要論文には日本語で数行以内の概要を記　　　 入してください。
　　　(2) 学会発表については，全国規模の国内学会での特別講演，教育講演，シンポジウム等，及び国際学会で筆頭者として発表したものに限ります。

